
（様式１）

大阪市立昭和中学校　平成３０年度　運営に関する計画・自己評価（総括シート）
　
１　学校運営の中期目標　
	現状と課題

○全国学力・学習状況調査については、平均正答率は全ての教科において全国平均を上回り、平均無解答率は全ての教科において全国平均を下回るなど、一定の成果をあげた。一方、塾での学習時間は長いが、全国学力・学習状況調査の生徒質問紙から見ても、「自ら予習・復習を行う」生徒の割合は全国平均より下回っている。さらに、「学校の授業時間以外に、普段（月～金曜日）、１日当たりどれくらいの時間、読書をしますか」や「昼休みや放課後、学校が休みの日に、本を読んだり、借りたりするために、学校図書館・学校図書室や地域の図書館にどれくらい行きますか」の肯定的な解答は、全国・大阪府を下回っており、いずれも本校の大きな課題となっている。
〇全国学力・学習状況調査における「将来の夢や目標を持っていますか」の項目について「持っている（どちらかといえば持っている）」と答える生徒の割合が平成28年度までは全国平均に大きく及ばなかったが、昨年度（平成29年度）は全国平均を３．６ポイント上回り、キャリア教育の取り組みの成果が見られた。
○保健体育の授業において、腕立て・腹筋・スクワットなどの補強運動を取り入れ、生徒の基礎体力向上に努め、さらに授業の各場面でその意義や目的について指導してきた。その結果、全国体力・運動能力、運動習慣等調査において女子の結果が、大阪市・全国と比較したとき、優れている種目が増えた。今後、補強運動の継続はもちろんのこと、筋力、俊敏性、全身持久力を伸ばす運動を取り入れながらも、運動の重要性やその意義、そして楽しさを伝えていくことが必要不可欠である。とりわけ、男女ともに、「反復横跳び」「ハンドボール投げ」が大阪市・全国平均に届かなかったことから、すばやく動作を繰り返す運動や球技への取組を強化し、俊敏性や筋力を伸ばすことが課題である。
○学校教育ＩＣＴ活用事業のモデル校（平成25～27年度）、先進的モデル校（平成28年度～）として、研究と実践に一定の成果をおさめることができた。また、平成29年２月に学校情報化認定委員会より「学校情報化優良校」の認定を受けた。また、2017年度、学校情報化認定委員会より情報教育部門で公立学校初となる「先進校」の認定を受けた。今後も大阪市のみならず全国的にも、本校の取り組みを発信していく必要がある。
中期目標
【子どもが安心して成長できる安全な社会（学校園・家庭・地域）の実現】
・平成32年度の校内調査において「学校へ行くのが楽しい」の項目について、「当てはまる（どちらかといえば、当てはまる）」と答える生徒の割合を85％以上にする。
・平成32年度の校内調査において「先生はいじめや校内暴力など私たちが困っていることについて対応してくれる」の項目について「対応してくれる（どちらかといえば対応してくれる）」と答える生徒の割合を90％以上にする。
・全国学力・学習状況調査における「将来の夢や目標を持っていますか」の項目について「持っている（どちらかといえば持っている）」と答える生徒の割合を全国平均以上にする。
【心豊かに力強く生き抜き未来を切り拓くための学力・体力の向上】

・平成32年度の校内調査において「授業で自分の考えをまとめたり、発表したりすることがある。」の項目について、「ある（どちらかといえば、ある）」と答える生徒の割合を85％以上にする。
・全国体力・運動能力、運動習慣等調査における合計得点を男女ともに大阪市平均以上にする。
・大阪市「学校教育ＩＣＴ活用事業」先進的モデル校として、学校情報化認定委員会の「学校情報化先進校」の認定を受ける。【2017年度、表彰を受け達成。】




２　中期目標の達成に向けた年度目標
	【子どもが安心して成長できる安全な社会（学校園・家庭・地域）の実現】

全市共通目標（小・中学校）
・平成30年度末の校内調査において、学校で認知したいじめについて、解消した割合を95％以上にする。
・平成30年度の校内調査における「学校のきまり・規則を守っていますか」の項目について、「当てはまる（どちらかといえば、当てはまる）」と答える生徒の割合を90％以上にする。
・平成30年度末の校内調査において、暴力行為を複数回行う加害生徒数を前年度より減少させる。
・平成30年度末の校内調査において、新たに不登校になる生徒の割合を前年度より減少させる。
学校園の年度目標
・平成30年度の道徳の時間に、読み物資料を教材として行う授業を各学年20時間以上確保し、かつすべての教員が２回以上授業を行う。
・地域と合同の防災教育を年1回以上実施する。
・平成30年度末の校内調査において「学校へ行くのが楽しい」の項目について、「当てはまる（どちらかといえば、当てはまる）」と答える生徒の割合を83％以上にする。
・平成30年度末の校内調査において「先生はいじめや校内暴力など私たちが困っていることについて対応してくれる」の項目において「対応してくれる（どちらかといえば対応してくれる）」と答える生徒の割合を85％以上にする。
・平成30年度の校内調査において「保護者や地域の人々といっしょになって学習や作業をすることがある」の項目において「ある（どちらかといえば、ある）」と答える生徒の割合を56%以上にする。
・平成30年度末の校内調査において「授業で学んだことを、ほかの学習や普段の生活に生かしていますか」の項目において「当てはまる（どちらかといえば、当てはまる）」と答える生徒の割合を75％以上にする。
・全国学力・学習状況調査における「将来の夢や目標を持っていますか」の項目について「持っている（どちらかといえば持っている）」と答える生徒の割合を昨年度並みに維持する。
・全国学力・学習状況調査における「学校の授業時間以外に、普段（月～金曜日）、１日当たりどれくらいの時間、読書をしますか」の項目について「10分未満」と答える生徒の割合を50％以下にする。
【心豊かに力強く生き抜き未来を切り拓くための学力・体力の向上】

全市共通目標（小・中学校）

・平成30年度の中学生チャレンジテストにおける標準化得点を、同一母集団で比較し、いずれの学年も前年度より向上させる。
・平成30年度の中学校チャレンジテストにおける正答率が府平均の７割に満たない生徒の割合を同一の母集団で比較し、いずれの学年も前年度より１ポイント減少させる。
・平成30年度の中学校チャレンジテストにおける正答率が府平均を２割以上上回る生徒の割合を同一の母集団で比較し、いずれの学年も前年度より１ポイント増加させる。

・平成30年度の校内調査における「学級の友達との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、広げたりすることができていますか」に対して、肯定的に回答する生徒の割合を、前年度より増加させる。

・平成30年度の全国体力・運動能力、運動習慣調査において、特に課題である反復横跳び、ハンドボール投げの平均の記録を、前年度より向上させる。
学校園の年度目標

・平成30年度の校内調査において「自ら、予習や復習をしている。」の項目について、「ある（どちらかといえば、ある）」と答える生徒の割合を55％以上にする。
・給食の平均残食率を昨年度より減少させ、体力を保持増進するための食育・体力づくりを推進する。
・大阪市「学校教育ＩＣＴ活用事業」先進的モデル校として、全教員が公開授業を実施し、ＩＣＴの活用を推進するとともに、プログラミング教育を充実させる。


３　本年度の自己評価結果の総括

（様式２）
本年度の目標達成に向けたすべての取組内容について、全教職員対象に４段階（十分、概ね、やや、不十分）の自己評価を行った結果、「十分」、「概ね」を合わせた肯定的評価の割合がすべての取組内容について、９０％を超えた。そこで、肯定的評価の割合が９０％を超えた場合、自己評価をＡとし、「やや」「不十分」の回答がある取組内容については自己評価をＢとした。


「全市共通目標」「学校園年度目標」ともに、いくつかは定めた数値に届かなかったものの、総じて目標は達成できている。１・２年生のチャレンジテストの結果公表が未だの為、最終評価に十分反映させることができなかったが、２つの最重要目標である「子どもが安心して成長できる安全な社会（学校園・家庭・地域）の実現」および「心豊かに力強く生き抜き未来を切り拓くための学力・体力の向上」は総合的に見て、概ね達成できたといえる。


　年度目標を達成するために設定した「取組内容」とその状況を測る「指標」の結果をリンクさせているが、年度目標の指標の設定が高すぎたものもあり、今後の設定方法に引き続き、課題を残した。


　今後も引き続きこの結果を真摯に受け止め、次年度に向けて改善すべき点に対しては、具体的な策を講じていかねばならない。
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